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　今年も余市川沿いの桜並木が満開に咲き誇りま

した。訪れた人々は、いつもより早い春の訪れを、

写真に収めたり、落ちた花びらを集めたりと、そ

れぞれ楽しんでいる様子でした。　

　この余市川沿いの遊歩道とリタロード、周辺の

景観をリーフレット「リタの散歩道」で紹介して

います。詳しくは本誌４ページの「マッサン通信」

をご覧ください。
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        今年も桜が満開に咲き誇りました
　  　　～ 「リタの散歩道」 ～
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私たちは余市町を応援します !!
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　余市神社祭典の露店出店のため、６月９日
（火）午前１１時から１１日（木）午後１１時
まで出店場所周辺は車両通行止となります。

　例年、路上駐車や車両放置が多くみられます。

近隣住民の迷惑のみならず、交通事故の原因と

もなりますので、違法駐車をしないようご協力

をお願いします。

　また、国道や周辺町道等の混雑が予想されま

すので、交通事故には十分にご注意ください。

第４７回北海ソーラン祭り　７月４日（土）・５日（日）開催
　「北海道民謡ソーラン節」の継承普及を目的とする余市町最大のイベント『第４７回北海ソーラン祭り』
を７月４日（土）・５日（日）の２日間にわたり開催します。

　《昨年の「お祭り広場」風景》

　７月５日（日）ニッカウヰスキー㈱北海道余市工場内「ふれあい広場」で行われる

「第１１回歌謡のど自慢フェスティバル」の出場者を募集します。

　出場希望者は下記まで電話で申込み下さい。定員になり次第締切りします。

 ■第１１回歌謡のど自慢フェスティバル出場者を募集します

◆申込み・問合せ　余市カラオケ連合会事務局　坂本　☎０９０－２８７６－６３３４

　７月４日（土）に行われるソーラン

踊りの踊り手ならびに小さな山車での

参加者を募集します。

※本年も、ソーラン踊りと一緒にミニ
サイズの山車（長さ４ｍ以下×幅１．
５ｍ以下×高さ２．５ｍ以下）を運行
します。

　参加を希望するグループ、団体（企

業）の方は、６月 12 日（金）までに

実行委員会までご連絡ください。

　あわせて、ソーラン踊りの講習会を

希望される団体（企業）は、実行委員

会までご連絡ください。日程調整の上、

個別に実施します。

■ソーラン踊りパレードの参加者を募集します

　◆申込み・問合せ　北海ソーラン祭り実行委員会事務局　商工観光課　☎２１－２１２５

『余市神社祭典に伴う交通規制のご案内』

　人が住まなくなった家や使われなくなった
倉庫などの空き家は、定期的な雪おろしや修
繕など適正に管理されていないと、年々老朽
化していきます。
　やがて再活用が不可能なほど大きく破損した空き家

（廃屋）は、まちの景観を阻害するとともに、倒壊など
でまわりに危害を及ぼす恐れがあります。
◎空き家の持ち主の責任は？
　空き家は個人の資産です。このため、所有者が適正に管
理することが原則で、町が管理することはできません。
　積った雪が落下したり、建物の一部が崩落したりするな
どして近隣の家屋や通行人などに被害を及ぼした場合、空
き家の所有者は損害賠償など管理責任を問われることがあ
ります。
　空き家を所有している人は、空き家がまわりの迷惑にな
らないよう、適正な管理をお願いします。
◎「しりべし空き家バンク」
　北海道後志総合振興局では、空き家の再活用を促進し、
空き家の廃屋化を防止するため「しりべし空き家バンク」
を設けて、空き家の持ち主と、空き家を探している人の仲
介をしています。
　空き家を所有している、または転居などにより空き家
になる可能性があるなどの場合は、「しりべし空き家バ
ンク」の活用についてもご検討ください。

■□空き家の適正管理について□■

◆「しりべし空き家バンク」のホームページ
　　http://park21.wakwak.com/~hkss/akiyabank.html
◆問合せ　まちづくり計画課　☎２１－２１２４

　町では、子育て世帯への生活支援、町内における

消費拡大、商工業の振興及び地域の活性化を目的に、

１５歳以下（中学校修了前）の児童 1人につ
き 5,000 円の商品券を７月末に配付します。

　詳しい内容につきましては来月号

の広報にてお知らせします。

「余市町子育て支援商品券」のお知らせ

◆問合せ　　町民福祉課 児童福祉グループ

                                  ☎２１－２１２０

　「児童手当の現況届」は、年に１回、児童手当を受
給しているすべての方々に提出していただき、前年の
所得状況等を確認し、受給資格を再審査するための届
けです。
　受給者の方々には、提出に必要な書類を６月初旬に送
付いたしますので、期限までに提出してください。
　なお、現況届の提出が無い場合は、６月以降の児童
手当の支給が差し止めになりますので、忘れずに提出
してください（公務員の方は、職場での手続となりま
す）。

「児童手当の現況届」の提出を忘れずに

提出期限：平成２７年６月３０日（火）
提出先　：町民福祉課 
　　　　　児童福祉グループ窓口（役場１階）
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　今年もいよいよパークゴルフの季節がやってまいりました。余市川のせせらぎがさわやかに緑豊かに囲
まれた、当パークゴルフ場が４月末にオープンいたしましたので、お知らせします。
  当パークゴルフ場は、日本パークゴルフ協会公認コースとして、起伏に富んだ４コース（３６ホール）
となっており、初心者から上級者まで楽しめるパークゴルフ場です。ご家族・お仲間・職場のレクリエー
ションなど、皆様お誘いあわせのうえご来場ください。多くの方々のご利用を心よりお待ちしております。

『余市あゆ場公園パークゴルフ場』オープンのお知らせ

◆申込み・問合せ
　管理担当

　株式会社余市振興公社

　☎２２- ０００８

　　（クラブハウス）

◆利用料金
・一般（高校生以上）　　　　　　　　　１人１日につき５００円
・中学生以下　　　　　　　　　　　　  １人１日につき２００円
・回数券　一般（１２枚綴り）　　　　　５，０００円  発行シーズン中有効
・回数券　中学生以下（１２枚綴り）　　２，０００円  発行シーズン中有効
・団体※　一般　　　　　　　　　　　   １人１日につき４００円
・団体※　中学生以下　　　　　　　　   １人１日につき１６０円
・用具代（クラブ１本及びボール１個）　１人１日につき３００円
※団体とは２０名以上の団体であること。

◆利用時間
　午前８時～午後６時

◆定休日　火曜日

　町では生活保護の方を除き、一定の障がいのある方、18 歳未満の子がいるひとり親世帯、乳幼児のお子さ

んを対象に医療費の一部助成を行っています。次の条件を満たしている方で、まだ申請をされていない場合は

役場保健課まで届出ください。

◆問合せ　保健課 医療給付グループ　　☎２１－２１２１

■□医療費助成制度をご存知ですか？□■

■届出に必要なもの
　・印かん

　・健康保険証

　・平成 26 年１月 2 日以後に転入された方は、平成 26 年度の保護者の所得課税証明書（前市町村で発行）

　・重度心身障がい者の届出は、各交付手帳（身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳）、また

　　は町が定める様式による医師の診断書が必要です。

　・ひとり親家庭の届出には、戸籍を町外においている場合、戸籍謄本が必要な場合があります。

①３歳未満の子は、世帯の町道民税の区分にかかわらず非課税世帯として助成します。

②ひとり親家庭の親は、入院及び訪問看護のみ適用となります。

③訪問看護の場合は助成区分に関係なく 1 割負担となります。

④乳幼児については、就学後も小学生の期間は入院のみ助成の対象となります。入院をする時は届出ください。

⑤受給者証の提示は、重度心身障害がい者及びひとり親家庭は道内、乳幼児については北後志地区及び小樽・

　札幌市の一部医療機関で有効です。道外で診療を受けた場合や受給者証を提示し忘れた場合等、病院の窓口

　で保険証のみで受診した時は申請すると差額分が助成されます。

各医療費助成内容（受給者の医療機関窓口での負担割合です）

助成区分
町・道民税が非課税の世帯

受給者証に『○初』と印字されています

町・道民税が課税の世帯

受給者証に『○課』と印字されています

各医療助成共通

医科の場合：初診料 580 円を窓口で負担

歯科の場合：初診料 510 円を窓口で負担

柔整の場合：初診料 270 円を窓口で負担

窓口 1 割負担

１．重度心身障がい者医療費助成制度
　次に該当する方は、世帯の町・道民税（住民税）の

区分に応じて助成を受けることができます。

　・身体障害者手帳 1 級または 2 級をお持ちの方

　　（内臓系疾患による場合は 3 級も含む）

　・精神障害者保健福祉手帳 1 級の交付を受けてい

　　る方

　・療育手帳の判定 A の方

　・上記と同程度の障がいがあると医師が証明する方

２．ひとり親家庭医療費助成制度
　18 歳未満の子がいるひとり親家庭の方は、世帯の町・

道民税（住民税）の区分に応じて助成を受けることが

できます。

３．乳幼児医療費助成制度
　就学前児童（入院については小学生も対象）は、世帯

の町・道民税（住民税）の区分に応じて助成を受けるこ

とができます。

　余市町交通安全推進協議会では、突然の交通事故により不幸にして家庭を支えていた保護者を失った子ど

もが、明るく健やかに成長されることを願い、皆様からの寄附などを財源に見舞金の助成を行っています。

　皆様からのあたたかいご支援をお待ちしております。

交通遺児見舞金寄附のお願い

◆問合せ　余市町交通安全推進協議会 事務局（余市町総務課 交通安全係）　☎２１－２１１１



●「新公会計制度」に基づく平成 25年度貸借対照表を公表します●

平成25年度貸借対照表（平成 26年 3月 31 日現在 )
借　　　方 貸　　　方

【資産の部】
1 公共資産

2 投資等

3 流動資産

　うち現金・預金

225 億 5,650 万円

5 億 5,082 万円

8 億 6,251 万円

8 億 2,363 万円

【負債の部】
1 固定負債

2 流動負債

【純資産の部】
1 純資産

　うち国 ･ 道補助金等

87 億 6,638 万円

9 億 3,613 万円

142 億 6,732 万円

67 億 6,820 万円

資産合計 239 億 6,983 万円 負債・純資産合計 239 億 6,983 万円

◆問合せ　財政課 財政グループ　☎２１－２１１４

【資産の部】
1 公共資産⇒土地、建物、道　
　路など
2 投資等⇒出資、貸付、基金　
　など
3 流動資産⇒現金、預金など

【負債の部】
1 固定負債⇒地方債の残高など
2 流動負債⇒翌年度（平成 26　
　年度）に支払われる償還金　
　など

【純資産の部】
1 純資産⇒これまでに資産形　
　成に支払われた財源

※地方債（町の借金）の残高は、約 77 億 8,307 万円です。
　町民一人当りでは約 38 万 3,300 円となります。また、町民一人当りの
資産は約 118 万 400 円となります。（人口は H25 年度末住民基本台帳人
口を用いて計算しています。）

　町の資産や債務を適切に把握し管理するため、こ
れまでの決算のほかに、「新公会計制度」の導入を
進めてきました。
　平成 25 年度の一般会計決算について、総務省の
モデルを参考にした財務諸表を作成しましたので、
そのうち貸借対照表の概要についてお知らせします。

　貸借対照表は、町がどのような資産を保有してい
るのか、その資産がどのような財源で賄われている
のかを表示する財務諸表です。
　詳細については、その他の財務諸表を含め、町ホー
ムページでお知らせします。

　

　マッサン応援推進協議会の平成 27年度総会が開催されました

◇◇◇観光振興と地域活性化の推進に向けて◇◇◇

◆問合せ　「マッサン」応援推進協議会 事務局（商工観光課）　☎２１－２１２５

　　　　　マッサン応援推進協議会ホームページ　http://massanyoichi.com

　　　　　余市観光協会ホームページ   　　　　　http://yoichi-kankoukyoukai.com

　　　　　

  平成２６年度連続テレビ小説「マッサン」放送終了　愛と勇気の物語をありがとう !!

　４月２３日、余市経済センターにおいて連続テレビ小説「マッサン」応援推進協議会
の総会が開催されました。
　協議会の構成団体より３０団体３９名、オブザーバーとして後志総合振興局の出席の

もと、平成２６年度における事業並びに収支決算報告を承認後、平成２７年度における事業計画案並びに収
支予算案が承認され、平成２７年度の取組みがスタートしました。
　また、役員改選の結果、会長の三浦文夫余市商工会議所会頭をはじめ
役員全員が留任となり引き続き務めることになりました。
　本年度は、ドラマ放送終了後も放送効果等により、観光客が増加し
ていることから、「マッサンゆかりの町よいち情報館」の展示内容のリ
ニューアルや観光ボランティアガイドの養成、海外での放送を契機に増
加が見込まれる外国人観光客への対応をはじめ、交通混雑緩和のための
取組みなど、受入態勢の整備を進めるとともに、誘客のためのＰＲ活動
も充実を図っていく予定です。

マッサン通信

余市川の散歩コース「リタの散歩道」をＰＲしています
　マッサンこと竹鶴政孝さんのウイスキーづくりを支えたリタ夫人。彼女は余市蒸溜所で働く政孝さんのために、
毎日自宅から蒸溜所まで歩いてお弁当を届けていたというエピソードが残されています。自宅と蒸溜所を往復する
道すがら、余市川の桜並木を散歩していたリタ夫人。この度、マッサン応援推進協議会では余市川の散歩コースを「リ

タの散歩道」として紹介しＰＲしています。
　リタの散歩道は、ニッカウヰスキー余市蒸溜所からリタロードを経由
し余市川沿いを巡る約 3.5 ㎞、所要時間約 1 時間のコースです。今年の
ゴールデンウィーク期間中は桜が開花したことも重なり、多くの観光客
の方が余市川沿いを散策する姿が見られました。
　町民の皆さんも健康づくりを兼ねて歩いてみてはいかがでしょうか。
　詳しいコースなどを記載したリーフレットは、余市蒸溜所のほか、観
光協会、JR 余市駅、マッサンゆかりの町よいち情報館などで配布してい
ます。また、協議会や観光協会の下記ホームページからもダウンロード
出来ます。　　　　　　
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■水道課からのお知らせ■
　水道課では、余市川浄水場における原水（余市川の河川水）の放射性物質濃度を測定しています。
　５月８日に採水した測定結果については、放射性セシウム（Cs － 134、Cs － 137）、放射性ヨウ素

（Ⅰ－ 131）のいずれも「不検出」であり、安心してお飲みいただけます。
※「不検出」とは、測定機器の検出限界以下であることを示します。

◆問合せ　水道課（余市川浄水場）　☎２３―４７３１

○特別弔慰金の趣旨
　戦後７０周年に当たり、今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国

として改めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給するものです。

　第十回特別弔慰金については、ご遺族に一層の弔慰の意を表するため、償還額を年５万円に増額するとと

もに、５年ごとに国債を交付することとしています。

第十回特別弔慰金が支給されます戦没者等のご遺族の皆さまへ

○支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成２７年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦

傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の

順番による先順位のご遺族お一人に支給します。

１　平成２７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２　戦没者の子
３　戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、
　　　順番が入れ替わります。
４　上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。

○支給内容　額面２５万円、５年償還の記名国債

○請求期間　平成２７年４月１日から平成３０年４月２日

　　　　　 （請求期間を過ぎると第十回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。）

○請求窓口・問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１－２１２０

※なお、平成３２年４月１日を基準日とする特別弔慰金については、平成３２年４月１日から

　請求受付を開始する予定です。

区　　　　　　　　分 改　定　前 改　定　後
　老齢基礎年金（満額） ７７２，８００円　 ７８０，１００円　

　障害基礎年金
１級 ９６６，０００円　 ９７５，１００円　

２級 ７７２，８００円　 ７８０，１００円　

　遺族基礎年金（18 歳に到達する

　年度末までの子がいる場合）

妻と子１人    ９９５，２００円　 　 １，００４，６００円　

子のみ１人 ７７２，８００円　 ７８０，１００円　

■□国民年金のお知らせ　～平成２７年度年金額の改定について～　□■

◆問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１- ２１２０

公的年金の年金額は、物価・賃金の変動に応じて年度ごとに改定されます。

余市町の空間放射線量率の状況
　北海道が設置している広域モニタリングポスト（余市町朝日）
による空間放射線量率の測定データを公表いたします。
　私たちは日常的に自然界から微量の放射線を浴びていますが、
通常測定される「空間放射線量率」は10～60ナノグレイ毎時（ｎ
Ｇｙ / ｈ）程度で、雨が降ると一時的に上昇する場合があります。

日付ごとの測定結果については、町ホー
ムページでご覧いただけます。

測定日：４月 2 ２日～５月２１日
最高値：４６ｎＧｙ／ｈ
最低値：３８ｎＧｙ／ｈ
平均値：３９ｎＧｙ／ｈ
　※空間放射線量率は平常レベルです

放射線の単位
Ｇｙ（グレイ）：物質が放射線によって受けたエネルギーを表します。
　　　地域協働推進課　☎２１―２１４２

　
　６月に入っても空気が乾燥し、林野火災が起きやすくなっています。
　登山者や山菜取りなど、入山者の増加や野外での活動が増えることから、特にタバコのポイ
捨てやたき火、ゴミ焼きなどの火気の取扱い、山林内の作業にともなう機械等からの失火など
に十分注意しましょう。

◆問合せ　農林水産課　☎２１－２１２３

「林野火災に注意を！」
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★おもしろ宇宙教室★

余市宇宙記念館からのお知らせ

◆
日
時　

６
月
21
日

（日）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

◆
観
測
対
象

　
　
　
　

月
、
金
星
、
木
星
、
土
星

◆
場
所　

宇
宙
記
念
館
裏
・
道
の
駅　

　

第
二
駐
車
場
横
の
芝
生

　

（
申
込
不
要
・
現
地
集
合
・
無
料
）

◆
そ
の
他　

中
止
の
と
き
は
記
念
館
内

　

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
使
い
星
座
に

　

つ
い
て
学
び
ま
す
（
30
分
間
）

☆
ご
不
明
な
場
合
は
電
話
で
お
問
合　

　

せ
く
だ
さ
い
。

３
Ｄ
シ
ア
タ
ー

★
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
番
組

「
２
０
４
１
年
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」

　

余
市
湾
に
建
設
さ
れ
た
「
余
市
ア
ー

　

ス
ポ
ー
ト
」
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

　

宇
宙
に
出
発
す
る
夢
の
世
界
を
飛
び

　

出
す
立
体
映
像
で
お
楽
し
み
い
た
だ

　

け
ま
す
。

　
　
　

（
毎
日
１
時
間
に
１
回
上
映
）

★
「
４
次
元
デ
ジ
タ
ル
宇
宙

　
　
　
　
　

シ
ア
タ
ー
（
ミ
タ
カ
）」

◆
日
時　

６
月
７
日

（日）

　
　
　
　

１
回
目　

午
前
11
時
05
分

　
　
　
　

２
回
目　

午
後
２
時
05
分

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

Ｃ
Ｇ
番
組
と
星
空
番
組
を
交
互
に
各
４

回
づ
つ
上
映

（
毎
日
１
時
間
に
１
回
上
映
）

◆
休
館
日　

６
月
の
休
館
日

　

１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

　
　
　
　
　

（
毎
週
月
曜
日
）

◆
問
合
せ
　
余
市
宇
宙
記
念
館

　
　
　
　
　
　
　

（
☎
21
―
２
２
０
０
）

名　　称 内　　容 日時 時　間
定
員

◎航空機について学ぶ
　その②～⑨
　（16 回シリーズ）

②航空機と飛行機の違い、
③グライダー、④ヘリコプター、
⑤小型機、⑥中型機、⑦大型機、
⑧航空エンジン、⑨操縦系統、
について学びます。

②　6 日（土）・③　7 日（日）
④ 13 日（土）・⑤ 14 日（日）
⑥ 20 日（土）・⑦ 21 日（日）
⑧ 27 日（土）・⑨ 28 日（日）
　　  ※⑤～⑦は午前 11 時
　　　   その他は午後 2 時

90 分 30

世界の宇宙開発について
学ぶ　その②
　（7 回シリーズ）

油井宇宙飛行士のミッションやロシ
アの宇宙開発等について学びます。 　　6 日（土）午前 11 時 60 分 30

◎気圧について学ぶ ペットボトルで実験をしながら、空
気の性質について学びます。 　　7 日（日） 午前 11 時 90 分 30

日時計製作 日時計を作り、昔使われていた時間
の計りかたを学びます。 　 13 日 （土）午前 11 時 60 分 30

水ロケット製作
ペットボトルを利用したロケットを
作り、飛ぶ原理を学習後、打ち上げ
を体験します。

　 14 日（日） 午後 1 時 150 分 30

レゴ教室
レゴブロックにモーターやセンサー
を組み立て、パソコンでプログラミ
ングします。

　 20 日（土）
　   １回目：午前 9 時 30 分
　   ２回目：午後 1 時 30 分　

150 分 各 5

モデルロケット製作 本格的なロケットを製作し、飛ぶ原
理を学習後、打ち上げを体験します。　 21 日（日） 午後 1 時 150 分 15

四季の星座について学ぶ
その②（８回シリーズ）

太陽を中心に持つ太陽系の天体につ
いて学びます。 　 27 日（土） 午前 11 時 90 分 30

太陽とソーラー発電につ
いて学ぶ

太陽光発電について学習後、太陽光
で充電して光るエコライトを組み立
てます。

　 28 日（日） 午前 11 時 90 分 30

～６月行事予定のご案内～

特別展「世界の技術遺産展」開催中（８月３０日（日）まで）
★申込みは６月２日（火）より電話で受付します。上記教室の参加には入館料はかかりません。
◆対象は、◎が小学校５年生以上、その他は小学生以上です。

≪余市アースポート≫

　

今
月
の
上
映
案
内

　

天
体
観
測
会

★
お
も
し
ろ
宇
宙
教
室
や
イ
ベ
ン

　

ト
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

http://w
w
w
.spacedom

e.jp

★
余
市
宇
宙
記
念
館
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

★
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お

　

り
ま
す
。



健康と暮らしの情報（6月号）
子育て情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

健康づくり情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

休日当番医『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

その他の生活情報　　

事　業　名 対　象　者 実　施　日 時　　　　　間 会　　　　場

１歳６か月児健診 Ｈ２５年１１月生まれ 　４日（木）受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館

ママさん交流会 おおむね３歳までのお
子さんとその保護者 １８日（木）　　 10：00 ～ 12：00 中央公民館

１0か月児健診 Ｈ２６年８月生まれ ２５日（木）受付 12：00 ～ 12：20

福祉センター入舟分館３歳児健診 Ｈ２４年１月生まれ ２６日（金）受付 12：00 ～ 12：20

４か月児健診 Ｈ２７年２月生まれ ３０日（火）受付 11：50 ～ 12：10

当　番　日 医　療　機　関　名 電話番号

７日（日） 小嶋内科 ２２- ２２４５

10日（水） 池田内科クリニック ２３- ８８１１

14日（日） よいち北川眼科医院 ２２- １３０８

21日（日） 林病院 ２２- ５１８８

28日（日） 黒川町整形外科クリニック ２２- ２４４７

事　業　名 実　施　日 時　　　　間 会　　　　場 備　　　　考

心の健康相談
６月１１日（木）

７月　２日（木）
13：30 ～ 15：30 倶知安保健所余市支所

☎２３－３１０４

3 日前までに予約が必要
です。
( 申込先）倶知安保健所
※相談日は都合により変
更する場合があります。
☎ 0136―23―1957

認知症の介護相談 １５日（月） 13：00 ～ 15：00 福祉センター入舟分館 ご自由に相談下さい。

健康相談 ２４日（水） 9：00 ～ 15：00 余市町役場
１８日（木）までに
予約が必要です。

事　業　名 実　施　日 時　　　間 会　　　場 備　　　考

心配ごと相談 10 日（水）、24 日（水） 13：00 ～ 16：00

福祉センター入舟分館

（問合せ）
余市町社会福祉協議会

☎２２―３１５６
※法律相談について
は、事前申込み必要

育児・子育て相談 １９日（金） 13：00 ～ 16：00

無料法律相談
（予約制）

　８日（月） 13：30 ～ 14：30

１７日（水） 13：00 ～ 16：00 中央公民館
事前申込み必要
役場総務課

☎２１―２１１１

２３日（火） 15：00 ～ 17：00 余市商工会議所
☎２３―２１１６

事前申込み必要
申込同左
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注）福祉センター入舟分館（入舟町）、中央公民館（大川町４丁目）、倶知安保健所余市支所（朝日町）、
　　余市商工会議所（黒川町３丁目）

※休日当番医の診療時間は

　9 時～ 1 ７時までです。

※休日当番医は変更にな
ることがありますので、
確認してから受診して下
さい。



　
募
　
集
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〈
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
〉

　

申
込
み
と
開
催
場
所
は
、
農
村
活

性
化
セ
ン
タ
ー
（
メ
ッ
セ
・
ア
ッ
プ

ル
ド
リ
ー
ム　

☎
23
―
５
５
６
８
・

FAX
　

23
―
２
１
８
９
）
で
す
。

り
ん
ご
の
花
押
し
花
サ
ー
ク
ル

◆
日
時
　
6
月
17
日

（水）

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

◆
講
師
　
村
山
洋
子
先
生

〈
浜
中
・
モ
イ
レ
海
水
浴
場
の

　

 

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
〉

◆
雇
用
期
間
　

　
　
　

７
月
10
日

（金）
～
８
月
18
日

（火）

◆
募
集
対
象　

町
内
に
在
住
し
、
普

　

通
救
命
講
習
Ⅱ
を
受
講
済
み
の
方
、

　

ま
た
は
、
６
月
29
日

（月）
に
余
市
消

　

防
署
で
行
わ
れ
る
普
通
救
命
講
習

　

Ⅱ
を
受
講
出
来
る
方
。

◆
募
集
人
員　

４
名

◆
勤
務
時
間　

午
前
８
時
45
分
～
午

　

後
５
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
勤
務
有
）

◆
勤
務
場
所
　

　
浜
中
・
モ
イ
レ
海
水
浴
場
内

◆
作
業
内
容　

海
水
浴
場
で
の
監
視

　

並
び
に
清
掃
作
業
等

◆
日
額　

６
，
０
０
０
円

◆
申
込
期
限　

６
月
22
日

（月）

◆
問
合
せ　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　（
☎
21
―
２
１
２
５
）

〈「
健
康
教
室
等
」
の
お
知
ら
せ
〉

　
や
さ
し
く
簡
単
に
で
き
る
健
康
教

室
に
参
加
し
て
、
体
を
動
か
し
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。　
　
　

①
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

６
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

　

（
木
曜
日
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時

②
か
ん
た
ん
貯
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

（
主
に
中
高
年
齢
者
）

　

６
月
５
日
、
12
日
、
19
日

　

（
金
曜
日
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
募
集
定
員　

各
教
室　

定
員
10
名

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

◆
参
加
料　
　

　

各
１
回
500
円
（
使
用
料
・
保
険
料
含
む
）

　

※
３
回
セ
ッ
ト
①
１
，
８
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

②
１
，
３
０
０
円

◆
申
込
み　

総
合
体
育
館
窓
口
、
ま

　

た
は
電
話
連
絡
に
て
受
付
い
た
し

　

す
。
た
だ
し
、
健
康
状
態
（
高
血

　

圧
等
）
に
応
じ
て
、
お
断
り
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
・
運
動
靴
、
タ

　

オ
ル
、
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
願

　

い
ま
す
。

◆
問
合
せ　

総
合
体
育
館

　
　
　
　
　

 

（
☎
23
―
５
２
１
０
）

〈
第
32
回
『
男
性
の
料
理

　
　
　
　
　
　

教
室
』
開
催
！
〉

　
社
会
福
祉
法
人
よ
い
ち
福
祉
会
フ

ル
ー
ツ
・
シ
ャ
ト
ー
よ
い
ち
で
は
、

60
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
と
し
た
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、

美
味
し
く
手
軽
な
定
食
メ
ニ
ュ
ー
を

提
案
し
ま
す
。
料
理
に
興
味
の
あ
る

方
、
料
理
初
心
者
の
方
も
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

6
月
30
日

（火）　

　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
頃
ま
で

◆
受
付　

午
前
９
時
30
分
～

◆
場
所　

フ
ル
ー
ツ
・
シ
ャ
ト
ー
よ
い

　

ち
内
調
理
室
「
キ
ッ
チ
ン
シ
ャ
ト
ー
」

◆
講
師　

余
市
町
食
生
活
改
善
推
進
員

◆
参
加
費　

無
料

◆
各
自
持
参　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

◆
募
集
定
員　

60
歳
以
上
の
男
性
20

　

名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

◆
申
込
み　

６
月
15
日

（月）
ま
で
に

　

余
市
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
フ
ル
ー
ツ
・
シ
ャ
ト
ー
よ
い
ち

　

内
☎
48
―
６
０
１
５
）
へ
電
話
で

　

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
税
務
職
員
募
集
〉

　
札
幌
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
職
員
は
、
人
事
院
が
実
施
す

る
国
家
公
務
員
採
用
試
験
で
あ
る
税

務
職
員
採
用
試
験
の
最
終
合
格
者
の

中
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

【
平
成
27
年
度
採
用
試
験
概
要
】

◆
試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

◆
受
験
資
格
　
　

　
高
卒
見
込
み
の
者
及
び
高
卒
後
３

　

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

◆
申
込
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
原
則
、
イ
ン

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
み
）

　
　
　

６
月
22
日

（月）
～
７
月
１
日

（水）

　

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
.jin

ji-sh
iken

.g
o
.jp

/ju
ken

.h
tm

l

②
郵
送
ま
た
は
持
参

　
　
　

６
月
22
日

（月）
～
６
月
24
日

（水）

　
　
　
　
　

（
通
信
日
付
印
有
効
）

◆
申
込
先　

第
１
次
試
験
地
を
管
轄

　

す
る
人
事
院
地
方
事
務
局

　

※
第
１
次
試
験
地
を
道
内
と
す
る

　

場
合
は
、
人
事
院
北
海
道
事
務
局

　

〒
060-

０
０
４
２

　
　

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
12
丁
目

　
　
　
　

（
☎
011
―
241
―
１
２
４
８
）

◆
第
１
次
試
験
【
基
礎
能
力
試
験
、

　
　
　

適
性
試
験
及
び
作
文
試
験
】

　
　
　
　
　

９
月
６
日

（日）

◆
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　
　
　
　
　

10
月
８
日

（木）

◆
第
２
次
試
験
【
人
物
試
験
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
体
検
査
】

　

10
月
14
日

（水）
～
10
月
23
日

（金）
ま
で

　

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

◆
最
終
合
格
者
発
表
日　

　
　
　
　
　

11
月
17
日

（火）

◆
問
合
せ

　

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

　
　
　
　

☎
011
―
231
―
５
０
１
１ 

　
　
　
　
　

      

（
内
線
２
３
１
５
）

　

ま
た
は
余
市
税
務
署
総
務
課

　
　
　
　

☎
22
―
２
０
９
３

=　募集・お知らせ　=



〈
各
種
自
衛
官
募
集
〉

　
自
衛
官
候
補
生　

陸
・
海
・
空

　

（
男
子
）
を
募
集
し
ま
す
。

※
細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
、

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

　

本
部
小
樽
地
域
事
務
所
（
小
樽
市

　

稲
穂
２
―
22
―
４
樽
石
ビ
ル
2F
）

　

（
☎
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１
）

〈
余
市
紅
志
高
校

　
　
　

    　

   

学
校
開
放
講
座
〉

 

　
余
市
紅
志
高
校
で
は
今
年
度
も

「
学
校
開
放
講
座
」
を
開
講
し
て
い

ま
す
。
今
年
第
２
回
目
は
「
ジ
ャ
ム

製
造
と
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
づ
く
り
体

験
」
で
す
。
本
校
農
場
で
昨
年
収
穫

し
た
冷
凍
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
ジ
ャ

ム
づ
く
り
と
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
づ
く

り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
興
味
や
関

心
の
あ
る
方
、
親
子
で
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。 

◆
日
時
　
６
月
20
日

（土）　

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
場
所
　
余
市
紅
志
高
校
食
品
演
習
室

◆
定
員
　
10
名
程
度
（
親
子
で
の
参

　

加
も
可
能
で
す
が
１
組
と
し
て
体

　

験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※
参
加
費
等
は
問
合
せ
く
だ
さ
い

◆
申
込
み
・
問
合
せ
　
６
月
18
日

（木）

　

午
後
５
時
ま
で
に
余
市
紅
志
高
校

　

（
☎
23
―
３
１
９
１
担
当
：
大
野
）

　

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
6
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題

                         

啓
発
月
間
」で
す
！
〉

　
外
国
人
は
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
」

適
正
に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。 

①
雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認
め

　

ら
れ
る
か
在
留
資
格
を
確
認
し
て

　

く
だ
さ
い
。

②
外
国
人
の
雇
い
入
れ
と
離
職
は
、

　

必
ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
て

　

く
だ
さ
い
。

③
社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ
め
適

　

正
な
雇
用
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
よ
い
ち

　
　
　
　
　
　

（
☎
22
―
３
２
８
８
）

〈
余
市
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

★
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
の
開
催
に
つ
い
て

　
救
急
隊
の
現
場
到
着
前
に
地
域
住

民
の
適
切
な
応
急
手
当
が
行
わ
れ
る

こ
と
は
、
傷
病
者
救
命
率
の
一
層
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

余
市
消
防
署
で
は
、
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
の
「
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
　
６
月
29
日

（月）　

　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

◆
場
所
　
余
市
消
防
署　

３
階
講
堂

◆
募
集
方
法
　
余
市
消
防
署
に
来
署

　

し
、
受
講
申
請
願
い
ま
す
。

◆
募
集
人
員
　

28
名

◆
受
付
期
間
　
６
月
１
日

（月）
～
20
日

（土）

※
締
切
り
前
で
も
定
員
に
達
し
た
際
は

　

受
講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
講
習
内
容　

心
肺
蘇
生
法
（
人
工

　

呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
・
止
血

　

法
・
異
物　

除
去
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
電

　

気
シ
ョ
ッ
ク
）
の
取
扱
い
講
習
。

◆
問
合
せ
　
余
市
消
防
署
救
急
係

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　
　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭

は
、
設
置
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　

維
持
・
管
理
に
つ
い
て
！

　
定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

音
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
電
池
切
れ
か

機
器
本
体
の
故
障
で
す
の
で
取
扱
説
明

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
機
器
に
よ
っ
て

は
電
池
が
切
れ
そ
う
に
な
っ
た
際
に
警

報
が
鳴
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

★
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
ご
注
意
！

　

消
防
署
が
直
接
住
宅
用
火
災
警
報

器
や
消
火
器
を
訪
問
販
売
し
た
り
、
特

定
の
業
者
に
商
品
の
斡
旋
を
し
、
販
売

を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
善
意
で
使
用
さ
れ
た

　
　

消
火
器
が
補
償
さ
れ
ま
す
！

　

余
市
町
内
で
発
生
し
た
火
災
を
消

す
た
め
、
消
火
活
動
の
協
力
者
が
使

用
し
た
消
火
器
に
対
し
、
使
用
済
み

の
消
火
器
へ
薬
剤
を
再
充
填
し
た

り
、
新
品
の
消
火
器
と
交
換
出
来
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

余
市
消
防
署

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）

〈
ゆ
み
琴
無
料
体
験
の
ご
案
内
〉

　

ゆ
み
琴
と
は
鍵
盤
キ
ー
を
押
し
、

弓
で
奏
で
る
楽
器
で
、
初
め
て
の
方

で
も
簡
単
に
演
奏
で
き
ま
す
。
是
非

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

６
月
16
日

（火）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館
203
号
室

◆
問
合
せ　

琴
友
会
サ
ー
ク
ル

　

（
☎
090
―
３
４
６
８
―
１
５
２
５

　

  

担
当
：
石
原
）　

黒
川
児
童
館
（
入
舟
町
☎
23
―
４
３
３
８
）

▽
父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
の
会

　
６
月
13
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
つ
ど
い
の
広
場

　
6
月
24
日

（水）　

午
前
10
時
～

▽
卓
球
の
会

　
６
月
28
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

沢
町
児
童
館
（
富
沢
町
３
丁
目
☎
23
―
５
６
７
３
）

▽
つ
ど
い
の
広
場

　
６
月
17
日

（水）　

午
前
10
時
～

▽
父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
の
会

　
６
月
20
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

　
（
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
）

▽
鬼
ご
っ
こ
遊
び
の
会

　
6
月
27
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

〈
沢
町
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ

　

  

第
25
回
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
〉

◆
日
時
　
６
月
13
日

（土）
※
雨
天
決
行

★
屋
外
（
食
事
コ
ー
ナ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
～

　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・

焼
き
そ
ば　

　

う
ど
ん
・

ジ
ュ
ー
ス
・

大
判
焼
等

★
屋
内　

①
ゲ
ー
ム
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
手

　

作
り
品
販
売　

 

午
前
11
時
30
分
～

②
バ
ザ
ー　
　

    

正
午
～

③
ビ
ン
ゴ
大
会   

午
後
１
時
30
分
～

（
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
は
午
前
11
時
30
分

　

か
ら
販
売　

１
枚
100
円
）

◆
場
所
　
沢
町
児
童
館

◆
問
合
せ　

母
親
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

（
沢
町
児
童
館　

☎
23
―
５
６
７
３
）
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お
知
ら
せ



 ◆問合せ　保健課保健指導グループ  
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健
康
で
い
き
い
き
し
た
生
活
を
送

る
に
は
、
何
よ
り
も
噛
め
る
歯
を
い

つ
ま
で
も
保
つ
事
が
大
切
で
す
。　

　

ぜ
ひ
、
食
習
慣
を
見
直
し
、
歯
と

口
の
健
康
を
、
そ
し
て
全
身
の
健
康

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
た
め
の
工
夫

　

し
っ
か
り
噛
む
こ
と
で
、
全
身
の

機
能
が
活
性
化
さ
れ
、
唾
液
の
分
泌

が
高
ま
り
ま
す
。
唾
液
は
、
食
べ
カ

ス
を
洗
い
流
し
た
り
、
酸
を
中
和
し

歯
の
溶
け
た
部
分
が
修
復
（
再
石
灰

化
）
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

★
ポ
イ
ン
ト
★

①
か
み
ご
た
え
の
あ
る
根
菜
類
や
小

　

魚
な
ど
を
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
る
。

②
材
料
を
大
き
め
に
切
っ
て
使
う
。

③
飲
み
物
で
流
し
込
ま
な
い
よ
う
に
、

　

食
事
中
の
飲
み
も
の
は
適
量
で
。

●
歯
を
強
く
す
る
栄
養
素

①
カ
ル
シ
ウ
ム

　

歯
の
形
成
に
欠
か
せ
な
い
主
成
分

　

で
す
。

　

（
牛
乳
、
乳
製
品
、
小
魚
、　

野
菜
）

②
た
ん
ぱ
く
質

　

歯
の
土
台
を
形
成
し
ま
す
。　
　

　

（
魚
、
肉
、
大
豆
製
品
、
卵
）

③
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

　

歯
ぐ
き
の
粘
膜
を
強
く
し
、
エ
ナ

　

メ
ル
質
形
成
を
助
け
ま
す
。

　

（
レ
バ
ー
、
う
な
ぎ
、
卵
黄
、
緑

　

黄
色
野
菜
）

④
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

　

歯
の
象
牙
質
の
土
台
形
成
を
サ
ポ

　

ー
ト
し
ま
す
。

　

（
果
物
、
野
菜
、
い
も
類
）

⑤
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

　

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
を
高
め
ま

　

す
。
（
魚
類
、
き
の
こ
類
、
卵
黄
）

●
お
や
つ
の
食
べ
方
を
考
え
る

　

煮
干
し
、
干
し
い
も
、
せ
ん
べ
い
、

果
物
、
お
に
ぎ
り
、
お
茶
、
麦
茶
な

ど
は
、
砂
糖
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
自

然
の
糖
分
が
入
っ
て
お
り
、
食
べ
カ

ス
も
残
り
に
く
い
の
で
、
虫
歯
に
な

り
に
く
い
で
す
。

★
ポ
イ
ン
ト
★

①
お
菓
子
や
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
ダ
ラ

　

ダ
ラ
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
し
な
い

　

で
、
食
事
と
お
や
つ
の
間
は
、
歯

　

の
修
復
時
間
と
し
て
最
低
2
時
間

　

は
空
け
ま
し
ょ
う
。

②
ク
ッ
キ
ー
と
お
茶
、
ジ
ュ
ー
ス
と

　

せ
ん
べ
い
な
ど
、
甘
い
も
の
と
甘

　

く
な
い
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
工

　

夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
口
臭
予
防
で
き
る
食
べ
物

①
サ
ラ
ダ
（
生
野
菜
）

　

硬
い
野
菜
を
噛
む
こ
と
で
唾
液
の

　

分
泌
が
よ
く
な
り
、
口
腔
内
の
浄

　

化
作
用
が
高
ま
り
ま
す
。

②
果
物

　

り
ん
ご
は
、
「
天
然
の
歯
ブ
ラ
シ
」

　

と
言
わ
れ
、
食
物
繊
維
が
豊
富
で

　

口
の
中
を
洗
浄
し
ま
す
。
又
、
パ

　

イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
は
酵
素
が
多
く

　

含
ま
れ
、
舌
苔
（
舌
に
つ
い
て
い

　

る
白
い
部
分
）
を
取
る
効
果
が
あ

　

り
ま
す
。

③
紅
茶
、
ウ
ー
ロ
ン
茶

　

カ
テ
キ
ン
が
効
果
を
表
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
飲
み
過
ぎ
は
、
カ
フ
ェ

　

イ
ン
が
作
用
し
て
逆
に
口
臭
の
原

　

因
に
も
な
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け

　

ま
し
ょ
う
。

④
ヨ
ー
グ
ル
ト

　

乳
酸
菌
が
含
ま
れ
、
口
の
中
の
雑

　

菌
を
退
治
し
て
く
れ
ま
す
。

⑤
レ
モ
ン
と
梅
干
し

　

ク
エ
ン
酸
が
入
っ
て
お
り
、
唾
液

　

の
量
を
多
く
し
て
く
れ
る
効
果
が

　

あ
り
ま
す

●
寝
る
前
の
歯
磨
き
は
て
い
ね
い
に

　

睡
眠
中
は
唾
液
の
分
泌
量
が
減

り
、
食
べ
物
が
口
の
中
に
残
り
や
す

く
な
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
歯
を
磨

き
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
歯
を
強
く
す
る
カ
ル
シ

ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
類
が
豊
富
に
含
ま

れ
る
、
野
菜
料
理
と
お
や
つ
を
紹
介

し
ま
す
。

　
　

✿
食
生
活
改
善
推
進
員
会
✿

■
ひ
じ
き
入
り
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
■

<

材
料
２
人
分>

　

ひ
じ
き 　
　
　
　
　

  

５
ｇ

　

ご
ぼ
う(

薄
切
り)  　

100
ｇ

　

さ
し
水　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
２

　

に
ん
じ
ん(

細
切
り)   

60
ｇ

　

ご
ま
油　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
１

　

醤
油　
　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
１

　

み
り
ん　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
１

※
お
好
み
で
赤
唐
辛
子
を
入
れ
て
も

　

美
味
し
い
で
す
。

<

作
り
方>

①
ひ
じ
き
は
水
に
つ
け
て
戻
し
、
ザ

　

ル
に
上
げ
水
気
を
切
る
。

②
ご
ぼ
う
を
切
り
水
に
さ
ら
し
ア
ク

　

を
取
る
。
ザ
ル
で
水
を
切
り
、
鍋

　

に
油
を
入
れ
炒
め
る
。

③
②
に
さ
し
水
を
入
れ
フ
タ
を
し
て

　

蒸
し
煮
に
す
る
。
ひ
と
煮
立
ち
し

　

て
か
ら
に
ん
じ
ん
、
①
の
ひ
じ
き

　

を
入
れ
煮
る
。
（
４
分
位
）

④
醤
油
、
み
り
ん
を
入
れ
、
中
火
で

　

炒
り
煮
（
２
分
位
）
を
し
な
が
ら

　

か
ら
め
て
で
き
あ
が
り
。　

■
ふ
ん
わ
り
ポ
テ
ト
餅
■

<

材
料
２
人
分>

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ　
　

450
ｇ
（
中
４
個
）

　

人
参　
　
　
　
　

50
ｇ
（
小
１
本
）

　

白
玉
粉　
　
　
　

100
ｇ

　

澱
粉　
　
　
　
　

100
ｇ

　

ス
キ
ム
ミ
ル
ク　

大
さ
じ
１

　

牛
乳　
　
　
　
　

80 

ml

　

き
な
粉　
　
　
　

30
ｇ

　

砂
糖　
　
　

   　

30
ｇ

　

塩　
　
　
　
　

   

小
さ
じ
１
／
２

<

作
り
方>

①
芋
は
ゆ
で
て
熱
い
う
ち
に
潰
し
人

　

参
は
す
り
お
ろ
し
、
水
分
を
絞
っ

　

て
か
ら
潰
し
た
芋
に
入
れ
ま
す
。

②
白
玉
粉
に
牛
乳
を
少
し
ず
つ
入
れ

　

（
だ
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
に
）
①
と

　

澱
粉
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
入
れ
よ

　

く
か
き
混
ぜ
種
を
作
り
ま
す
。

③
②
で
作
っ
た
種
を
、
一
口
大
に
丸

　

め
、
沸
騰
し
た
鍋
に
入
れ
、
茹
で

　

あ
げ
ま
す
。

④
バ
ッ
ト
に
、
分
量
の
き
な
粉
、
砂

　

糖
、
塩
を
混
ぜ
、
③
の
種
を
か
ら

　

め
て
で
き
あ
が
り
で
す
。
（
甘
さ

　

は
お
好
み
で
！
）

よ
い
ち

食
改
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー

食
事
で
歯
を
守
ろ
う



 　

コ
ム
ク
ド
リ

　
余
市
町
の
農
作
物
へ
の
病
虫
害
の
記
録
は
、
古
く

は
明
治
時
代
か
ら
見
ら
れ
、
明
治
13
、
14
年
頃
の
ト

ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
、
明
治
末
の
夜
盗
虫
（
ヨ
ト
ウ
ム

シ
、
ヨ
ト
ウ
ガ
の
幼
虫
）
、
大
正
13
（
１
９
２
４
）

年
の
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
の
大
発
生
が
あ
り
ま
し
た
。

　

時
代
は
下
っ
て
昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
４
月
、

コ
ム
ク
ド
リ
に
よ
る
果
樹
へ
の
被
害
が
新
聞
記
事
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
前
々
年
か
ら
被
害
が
連
続
し
て

見
ら
れ
、
こ
の
年
に
予
想
さ
れ
る
被
害
に
対
応
し
よ

う
と
し
た
余
市
町
、
仁
木
町
、
小
樽
市
に
よ
る
対
策

協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ム
ク
ド
リ
は
、
ス
ズ
メ
目
ム
ク
ド
リ
科
の
全
長

20
㎝
弱
の
鳥
で
、
笹
薮
や
木
立
に
集
団
で
ね
ぐ
ら
を

作
り
、
雑
食
性
で
昆
虫
や
木
の
実
、
モ
モ
、
ナ
シ
、

ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
物
を
食
べ
ま
す
。

　

前
年
の
昭
和
42
年
、
コ
ム
ク
ド
リ
が

大
量
に
飛
来
、
果
樹
の
被
害
が
発
生
し

た
の
で
、
農
林
大
臣
（
当
時
）
の
許
可

を
得
た
余
市
と
仁
木
の
ハ
ン
タ
ー
25
人

が
駆
除
を
行
い
ま
し
た
。
７
月
28
日
の

記
事
に
よ
る
と
、
コ
ム
ク
ド
リ
は
サ
ク

ラ
ン
ボ
を
好
ん
で
食
べ
る
の
で
サ
ク
ラ

ド
リ
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
、
６
月

ご
ろ
か
ら
果
樹
の
被
害
が
現
れ
は
じ
め

ま
し
た
が
、
保
護
鳥
の
た
め
に
爆
竹
で

追
い
払
う
こ
と
し
か
出
来
ず
に
生
産
者

が
困
っ
て
い
た
こ
と
が
見
え
ま
す
。

　

７
月
27
日
の
早
朝
、
余
市
川
に
銃
の

音
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
午
前
５
時
頃

か
ら
１
時
間
半
ほ
ど
、
田
川
橋
近
く
の
堤
防
に

ハ
ン
タ
ー
が
待
機
し
て
、
山
田
町
や
美
園
町
か

ら
飛
来
す
る
群
れ
を
狙
い
撃
ち
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
60
羽
ほ
ど
を
駆
除
、
仁
木
町
で
も
12
人

の
ハ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
４
ヶ
所
で
合
計
53
羽
を

撃
ち
ま
し
た
。
駆
除
数
は
わ
ず
か
で
す
が
、
大
き
な

群
れ
を
分
散
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
し
た
。

　

８
月
19
日
の
記
事
で
は
「
コ
ム
ク
ド
リ
い
ぜ
ん
猛

威
ふ
る
う
」
の
見
出
し
が
見
え
ま
す
。
大
群
の
襲
来

は
止
む
気
配
が
な
く
、
色
づ
い
て
き
た
ブ
ド
ウ
も
食

い
荒
ら
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
農
家
で
は
「
爆
音
機
」

や
白
い
吹
き
流
し
を
つ
け
、
網
や
ビ
ニ
ー
ル
布
を
張

り
め
ぐ
ら
せ
ま
し
た
が
、
効
果
は
あ
ま
り
あ
が
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
記
事
の
最
後
に
生
産
者
の
訴
え
が
見

え
ま
す
。
「
コ
ム
ク
ド
リ
の
寝
ぐ
ら
で
あ
る
近
郊
の

山
を
銃
撃
す
る
な
ど
、
も
っ
と
強
い
措
置
を
取
っ
て

ほ
し
い
」

　

そ
の
後
、
後
志
支
庁
（
当
時
）
と
両
町
の
関
係
者

が
大
群
の
後
を
追
い
、
小
樽
市
忍
路
の
竜
ヶ
崎
（
小

樽
寄
り
の
岬
）
近
く
の
林
に
、
推
定
10
万
羽
以
上
の

寝
ぐ
ら
が
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
寝
ぐ
ら
と
し
て
い
る
林
の
周
り
に
「
捕
鳥
網
」

を
張
っ
て
、
飛
び
立
っ
た
群
れ
を

四
方
向
か
ら
銃
撃
す
る
作
戦
が
た

て
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
年
９
月
２
日
早
朝
に
、
39
人

の
ハ
ン
タ
ー
に
よ
る
掃
討
作
戦
が

始
ま
り
ま
し
た
。
午
前
３
時
か
ら

高
さ
約
２.５
ｍ
の
「
捕
鳥
網
」
を
め

ぐ
ら
し
て
待
機
、
５
時
15
分
、
も

の
す
ご

い

音
を

立
て
て
大
群

が

い
っ
せ
い
に
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
ま
る
で
黒
い
つ
む
じ

風
が
一
度
に
起
き
た
よ
う
な
勢
い

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
息
を
殺
し
て

身
構
え
て
い
た
ハ
ン
タ
ー
ら
は
こ

の
大
群
目
が
け
、
散
弾
の
雨
を
浴
び
せ
ま
し
た
。
銃

の
音
は
お
よ
そ
２
分
間
続
き
、
750
羽
が
撃
ち
落
と
さ

れ
ま
し
た
。
群
れ
が
帰
る
の
を
狙
っ
た
夕
方
の
駆
除

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
局
、
こ
の
年
の
果
樹
の
被
害
は
３
市
町
で
ブ
ド

ウ
、
プ
ラ
ム
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
リ
ン
ゴ
の
生
産
者

１
，
２
０
０
戸
に
及
び
、
被
害
額
は
２
，
１
０
０
万

円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
こ
の
年
の
駆
除
作
戦
は
合
計

11
回
、
散
弾
４
，
７
０
０
発
を
使
い
１
２
，
３
０
０

羽
を
駆
除
し
ま
し
た
。

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁

　男女が、互いにその人権を尊重しつつ喜びも責任も分かち合い、
性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができ
る男女共同参画社会の形成に向け、男女共同参画基本法の目的及び
基本理念の理解を深めるため毎年６月２３日から２９日の１週間を
男女共同参画週間としています。
　期間初日の６月２３日、北海道立女性プラザでは、瀬名波栄潤 
北海道大学大学院文学研究科教授による講演会を開催します。
　参加を希望される方は、財団法人北海道女性協会にお電話でお申
込みください。

写真：「黒いつむじ風に暁の奇襲」の記事
　（昭和 42 年９月３日）　

男女共同参画週間講演会のご案内

　　演題「男女共同参画社会への過去・現在・未来
　　　　　　　～　女性たちの視線から　～」

◆日時　６月２３日（火）　午前１０時～正午

◆会場　かでる 2・7　４階大会議室（札幌市中央区北２条西７丁目）

◆申込み　６月１日（月）から

　　　　　財団法人北海道女性協会　☎０１１－２５１－６３４９

平成 27年度　男女共同参画週間キャッチフレーズ
かける イコール

「地域力   ×   女性力   ＝    無限大の未来」
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　４月１８日（土）、総合体育館で「余市体育連盟スポーツ表彰式」が行われました。余市体育連盟スポーツ賞は、

余市町のスポーツの普及、振興および競技力の向上を図るため、スポーツに関し優秀な成績を収めた個人・団

体、またはスポーツの普及、発展に貢献し功績を収めた個人に対して贈られる賞です。

　今年度は、スポーツ功労賞が個人３名、スポーツ賞が個人４名・団体１組、スポーツ奨励賞が個人１２名・

団体２組が受賞されました。受賞を励みに今後も精進し、さらに上を目指して頑張っ

てほしいものです。なお、受賞された個人・団体は次の方々です。

生 涯 学 習 だ よ り 　

余市町女性学級スタート！
　　平成２７年度余市町女性学級の開講式並びに第

１回講座「余市歴史探訪」が４月１３日（月）に行

われ、５４名の学級生が参加しました。

　開講式では、公民館長挨拶の後、今年度開設する

１４の学習講座について説明がありました。続いて

行われた講座では、小川康和学芸員が「余市の遺跡

めぐり」と題して、町内の遺跡で発掘された実物の

石器・土器を参加者に見せながら、遺跡にまつわる

たくさんの話をしてくださいました。

　余市町は、遺跡と文化財が多い町だということを

あらためて感じた講話となりました。

寿
大
学
　
今
月
の
学
習

☆
６
月
25
日
（木）

●
第
33
回
長
寿
は
り
き
り
運
動
会

◆
会　
　

場
　
　
総
合
体
育
館

◆
集　
　

合
　
　
午
前
９
時

◆
競
技
開
始
　
　
午
前
９
時
20
分 

～

　

み
ん
な
が
楽
し
め
る
種
目
ば
か
り
で
す
。い
い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

※
参
加
申
込
み
は
、
６
月
11
日

（木）
ま
で
に
各
班
長
さ
ん
へ

女
性
学
級
　
今
月
の
学
習

☆
６
月
22
日
（月）　

午
前
９
時
30
分
～

●
奉
仕
活
動
と
軽
ス
ポ
ー
ツ

　

前
半
は
、
睦
公
園
と
中
央
公
園
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。　
　
　

　

軍
手
・
火
ば
さ
み
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

後
半
は
、
ど
な
た
に
も
簡
単
に
で
き
る
楽
し
い
室
内
競
技
を
行
い
ま

　

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
集
合
場
所
　
　
中
央
公
民
館　

301
・
302
号
室
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　平成２７年度の開講式が４月１６日（木）に行われ、６２名が第４４期生として入学し、今年度の寿大学が

スタートしました。　　　

　開講式では、中村学長の式辞に続き、嶋町長、中井議長からお祝いの言葉をいただきました。式に引き続い

て、学生自治会の総会が開かれ、８名の新入生が紹介された後、昨年度の学習状況や決算報告、今年度の学習

計画と予算の審議、役員改選が行われ全員一致で承認されました。学生自治会会長には、滝田正隆さんが再任

されました。

　今年度も１５回の講座を実施し、４つのサークルも

毎月２回活動します。健康に十分気をつけられ、元気

に参加してくださることを願っています。

　なお、寿大学は、随時入学を受け付けておりますの

で、ご希望の方は中央公民館までご連絡ください。

◆問合せ　中央公民館　☎２３－５００１

問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１

 
《スポーツ功労賞受賞者》

平成27年度 余市体育連盟スポーツ表彰式開催！

☆スポーツ奨励賞（個人）
　・江刺家祐太（陸上）・中村　梨沙（陸上）

　・山田　怜香（陸上）・渡辺　岳人（剣道）

　・長谷川咲綾（卓球）・福　晏蘭（ゴルフ）

　・早川　夏夢（水泳）・成澤　梨奈（卓球）

　・濱田　唯奈（卓球）・山森　海吏（卓球）

　・鍛冶真奈美（卓球）・濱田　直人（卓球）

☆スポーツ奨励賞（団体）
　・余市黒川野球スポーツ少年団

　・余市町立旭中学校サッカー部

　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

☆スポーツ功労賞
　・高田　良作（卓球）

　・寺沢　三郎（テニポン）

　・田中　一志（剣道）

☆スポーツ賞（個人）
　・大森　優也（卓球）

　・沢谷　亜海（スキー）

　・和田　全功（スキー）

　・荒木　昌幸（パークゴルフ）

☆スポーツ賞（団体）
　・余市ジュニア

　　卓球スポーツ少年団  《スポーツ賞の表彰》

余市町寿大学開講式 ～いつまでも学ぶ心を～

 《学長式辞》  《８名の新入生を紹介》

 《開講式風景》  《土器に触れて》



①
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　
余
市
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
特
別
支
援
学
級
児
童
生
徒
、

余
市
養
護
学
校
の
児
童
を
対
象
に
自
主
性
を
培
う
こ
と
を
目
的

に
、
海
水
浴
・
も
ち
つ
き
体
験
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◆
対
象
学
年　

小
学
５
年
か
ら
中
学
生
ま
で

◆
申
込
期
間　

６
月
11
日

（木）
ま
で

※
６
月
20
日

（土）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
健
康
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
ご
案
内

　

６
月
と
７
月
は
、
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

◆
期
日　

６
月
11
日

（木）
・
18
日

（木）
、
７
月
２
日

（木）
・
９
日

（木）

◆
時
間　

午
前
の
部　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
の
部　

午
後
１
時
～
３
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
参
加
人
数
　
午
前
の
部
、
午
後
の
部
と
も
各
12
名
ず
つ

※
広
報
５
月
号
の
折
り
込
み
で
募
集
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
す
で

　

に
定
員
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

③
長
寿
は
り
き
り
運
動
会
参
加
者
募
集
！

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
と
親
睦
を
目
的
に
「
長
寿
は

り
き
り
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
内
に
居
住
し
て
い
る
60

歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
い
い
汗
を
か
き
ま

し
ょ
う
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
25
日

（木）　

　
　
　
　

午
前
９
時
集
合

◆
会
場　

総
合
体
育
館

※
寿
大
学
、
老
人
ク
ラ
ブ
以
外
の

　

皆
さ
ん
は
、
６
月
11
日

（木）
ま
で

　

に
中
央
公
民
館
に
申
込
み
下
さ

　

い
。

☆
生
涯
学
習
だ
よ
り

　

①
～
③
の
申
込
、
お
問
合
せ
は

　

余
市
町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
ま
で

　
　
　
　（
中
央
公
民
館
内　

☎
23
―
５
０
０
１
）　

　
  

☆[

俳
句
を
愉
し
む　

北
海
道
立
文
学
館
出
前
講
座]

　
　

日
曜
文
芸
俳
句
選
者
が
俳
句
作
り
の
基
礎
か
ら
コ
ツ
ま
で
を

　

教
え
て
く
れ
ま
す
！
俳
句
は
初
め
て
の
方
も
、
俳
句
の
こ
と
を

　

も
っ
と
知
り
た
い
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

６
月
14
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
入
場
無
料
）

◆
講
師　

源
鬼
彦
氏
（
北
海
道
立
文
学
館
理
事
）

◆
場
所　

図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室

◆
対
象　

中
学
生
以
上

☆[

パ
パ
と
絵
本
で
あ
そ
ぼ
う
！ 

～
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
～]

　
　
絵
本
を
つ
か
っ
て
パ
パ
と
遊
ぼ
う
！
体
を
使
っ
た
遊
び
や
栄

　

養
士
の
楽
し
い
お
話
も
あ
り
ま
す
。
マ
マ
も
大
歓
迎
！

◆
日
時
　
６
月
７
日

（日）
午
前
11
時
～

◆
場
所　

図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室

◆
対
象
　
０
歳
～
４
歳
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
お
父
さ
ん

◆
定
員　

25
組 

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　

事
前
に
図
書
館
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
可
）

☆[

お
は
な
し
会]　

６
月
13
日
、
27
日
（
各
土
曜
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　 

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
2
時
～

☆[
本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
の
会] 　

午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

 

６
月
３
日
、
17
日
、
24
日
（
各
水
曜
日
）

★
〔
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
読
書
応
援
企
画
展
〕

　
監
督
・
選
手
の
推
薦
図
書
、
イ
ク
メ
ン
選
手
が
読
み
聞
か
せ
に

使
う
絵
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
応
援
大
使
の
サ
イ
ン
、
グ
ッ
ズ

な
ど
も
展
示
中
！

　
　

　

  

余
市
町
の
発
掘
現
場
か
ら

　

～
登
町
４
遺
跡
・
登
町
13
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
掘
調
査
速
報
展
～

　

登
町
４
遺
跡
と
登
町
13
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
昨
年
の
５
月
か

ら
10
月
末
ま
で
行
わ
れ
、
猛
暑
が
続
い
た
り
、
時
に
は
雨
に
見

舞
わ
れ
る
な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
で
の
６
か
月
間
で
し
た
。

　

登
町
４
遺
跡
で
は
土
器
片
が
約
１
万
１
千
点
、
各
種
石
器
が

約
１
千
点
、
石
器
の
材
料
と
な
る
礫
や
加
工
の
際
の
剥
片
等
が

約
４
万
３
千
点
、
合
計
約
５
万
５
千
点
の
遺
物
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

土
器
片
は
文
様
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
も
の
も
多
く
、
接
合

し
て
大
き
な
破
片
に
復
元
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
町
内
で

は
最
古
の
貝
殻
文
を
施
し
た
土
器
片
を
は
じ
め
、
主
体
と
な
る

の
は
縄
文
時
代
早
期
（
約
９
千
年
前
）
で
、
そ
の
ほ
か
に
縄
文

時
代
前
期
（
約
６
千
５
百
年
前
）
や
中
期
（
約
５
千
年
前
）
の

も
の
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

石
器
は
、
石
鏃
、
石
槍
、
ナ
イ
フ
、
石
錐
、
石
斧
、
た
た
き

石
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
表
裏
両
面
に
い
く
つ

も
の
鋭
い
線
が
刻
ま
れ
た
長
さ
15
㎝
程
の
平
た
い
礫
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
は
謎
の
部
分
が
多
く
興
味

深
い
資
料
で
す
。
当
時
の
生
活
の
痕
跡
と
し
て
は
、
地
面
を
掘

り
く
ぼ
め
て
作
っ
た
建
物
跡
や
、
町
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た

動
物
を
捕
ら
え
る
た
め
の
落
と
し
穴
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。

　

登
町
13
遺
跡
は
縄
文
時
代
晩
期
（
約
２
千
４
百
年
前
）
頃
の

低
地
の
遺
跡
で
、
出
土
遺
物
は
52
点
を
数
え
、
こ
れ
ら
の
多
く

は
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
流
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
も
登
町
４
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
ど
ん
な

新
し
い
発
見
が
あ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。　
　

　

速
報
展
は
、
６
月
14
日

（日）
ま
で
フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

速
報
展
の
見

学
は
無
料
で
す

の
で
、
是
非
、

お
越
し
く
だ
さ

い
。  

生 涯 学 習 だ よ り

図
書
館
の
す
て
き
な
窓
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《昨年度の運動会》

 《鋭い線が刻まれた礫》

【大人映画会】（午後２時～）
４日（木）「アニー・ホール」（洋画）

11 日（木）「オリバー！」（洋画）

18 日（木）
「キューポラのある街」
　　　　　　　（邦画）

21 日（日）「恋の手ほどき」（洋画）

25 日（木）「フラガール」（邦画）

【子ども映画会】

６日（土）

２０日（土）

①「ノンタン はみがき
　　しゅこしゅこ　他」

②「トムとジェリー
　　可愛い花嫁さん　他」

①午前 11 時～　②午後２時～

◆問合せ　図書館（☎22―6141）
http://www.yoichi-lib-unet.ocn.ne.jp/

開館時間  午前10時～午後６時30分

★今月の休館日　毎週月曜日
　６月２日（火）、3０日（火）は図書整理日



ご寄附に感謝
（順不同・敬称略、金額や氏名など寄附者の希望
により掲載をしない場合があります。）
★社会福祉事業費（老人福祉）の一部として
・吉田　正（大川町１８丁目１５番地）
　　　　　　　　　　　　一金１００，０００円
★地域振興事業推進のため
・余市ニッカの会
　　　　　　　　　　　　一金１００，０００円
・株式会社美国ふじ観光
　　　　　　　　　　　　一金３００，０００円
★余市町の未来を担う人づくり寄附金として
・八木　米藏（札幌市南区）　

・匿　　　名（神奈川県川崎市）
　　　　　　　　　　　　　一金１０，０００円
・匿　　　名
　　　　　　　　　　　　　一金３０，０００円
・匿　　　名（福岡県福岡市）
　　　　　　　　　　　　　

〈2015. ⑥広報よいち　14〉

　全国における来日外国人による犯罪の検挙は、過去
数年減少傾向にあります。
　しかし、近年の来日外国人犯罪は、組織化や地方へ
の拡散化、さらには日本国内にとどまらず、あらゆる
国や地域に及ぶといった「犯罪のグローバル化」とい
う大きな質的変化が進んでいます。
　また、在留資格を不正に取得することを目的とした
偽装結婚事案等、依然として多数の不法滞在者が存在
し、その多くは不法就労をしているとみられ、その一
部は、こうした国際組織犯罪などへの関与を深めてい
ることが懸念されています。
　地域の安全を妨げる国際犯罪組織の暗躍を防止する
ためには、警察や関係機関のみならず、道民の皆さん
のご協力が欠かせません。
　どんなにささいなことでもかまいません、「おかし
いな？」と思ったら、警察に通報してください。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

よ い ち の 人 口
 〈平成 27 年４月 3 ０日現在〉※ (　) 内の数字は前月比
　　

人　口　20,041 人　  　（＋ 94）　

　　男　性 　   9,282 人　 　 （＋ 58）

　　女　性　10,759 人　  　（＋ 36）

　　世帯数　10,191 世帯　  （＋ 78）

　平成２２年国勢調査人口・世帯数（確定値）

　　人　口　21,258 人　世帯数　9,051 世帯
　

■広報よいち６月号（№７７０）
平成 27 年６月 1 日発行
■発　行　余市町
〒 046-8546　余市郡余市町朝日町 26 番地
☎（0135)21-2111 ㈹　FAX(0135)21-2144
E メール　kouhou ＠ town.yoichi.hokkaido.jp
ホームページアドレス http://www.town.yoichi.hokkaido.jp/

■編　集　総務部 地域協働推進課 広報広聴グループ 

　5 月２５日は固定資産税第１期、軽自動車税の納期
限でしたが、未納の方は至急納付願います。
　町税は大切な自主財源です。
　納税は、憲法にも明記された『国民の義務』のひと
つです。皆様一人ひとりの納税により、町の行政運営
が成り立っています。納期限までの納付にご協力願い
ます。

町税は納期限内に納付をお願いします。

○事業不振、失業、転職、病気などの理由により納
期限内納付が困難な方は、そのまま放置せずに納税
相談してください。
○消費者金融会社から借入・返済を繰り返し、毎月
の返済により日常生活が苦しく、税金を滞納してい
る方や既に借金を完済している方でも、利息制限法
で定められた利息を超えて借金の返済をしている場
合があります。
「過払い金請求」（不当利息返還請求）により経済
的な負担を軽減することができます。
借金問題は、法律により解決できますので、心あた
りのある方は、ひとりで悩まずに、今すぐご連絡・
ご相談ください。
「税金の滞納解消」と「生活再建」のお手伝いがで
きればと考えています。

    今月の税
  町道民税　１期
  　   
　　納期限
　　６月 25日

臨時徴収所をご利用ください

　６月２５日（木）

　　　　17：30～19：00

・役場１階　税務課窓口　

・福祉センター本館（富沢町）

納税相談も実施しています。

◆問合せ　税務課 納税グループ　☎２１－２１１６

　　【余市警察署　☎２２－０１１０】

全国一斉「子どもの人権１１０番」
　　　　　　　　　　強化週間のお知らせ

　平成２７年６月２２日（月）から６月２８日（日）
までは、全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週
間です。
　いじめ、虐待、インターネットを悪用したプライ
バシー侵害など、子どもの人権に関する悩みごとや
心配ごとについて、法務局職員や人権擁護委員が時
間を延長して相談に対応します。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。お気軽にご
相談ください。

（全国共通フリーダイヤル）
☎０１２０- ００７- １１０
◆相談時間　６月２２日（月）～２６日（金）
　　　　　　午前８時３０分～午後７時
　　　　　　６月２７日（土）・２８日（日）
　　　　　　午前１０時～午後５時

不法就労・不法滞在防止のための理解と協力の確保
～  忍び寄る犯罪組織の国際化　あなたの目が街を守る  ～

余市町議会議員選挙

８月２日（日）投票日
　７月２８日（火）告示（立候補届受付）

みんなで投票・明るい選挙！！


